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「チャイナ･ディスカバリー・ファンド」受益者の皆様へ 
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香港株式市場下落について 
 

11月 5日の香港株式市場は、ハンセン指数で前日比 1526ポイント安の 28942.3ポイン
ト（▲5.01％）と大幅な下落となりました。6日の香港株式市場は落ち着いた動きとなりま
したが、「チャイナ･ディスカバリー・ファンド」の再委託先である国泰君安アセット（ア

ジア）の見解をご紹介いたします。 
＜背景＞ 
週明け 5 日の香港株式市場は、中国の温家宝首相が中国の個人投資家の香港株への直接
投資の早期解禁について否定的な発言をしたことや、一定基準を満たす中国の機関投資家

に対外証券投資を認める適格国内機関投資家（QDII）制度について、当局が香港株への投
資比率の引き下げを指示したと伝わったことなどから、香港市場への資金流入期待を後退

させ、中国本土系銘柄を中心に下落しました。香港株式市場のインデックスの下落率は、

ハンセン指数が対前日比▲5.01％、H株指数が同▲6.39％、レッドチップ指数が同▲6.31％
となりました（なお、11月 6日はハンセン指数が対前日比+1.71％、H株指数が同+1.06％、
レッドチップ指数が同+0.12％と回復しました）。 
＜今後の見通し＞ 
温家宝首相は、中国の個人投資家の香港株への直接投資を解禁する前に、個人投資家の

知識の向上、香港や中国の株式市場を保護する為の規制の準備やリスク調査の必要性があ

ると発言しました。市場はこれらの発言を、8月以降の株式市場の急騰を受けての利益確定
のための売りの理由として、過剰に反応したものと見ております。香港株式市場は、中国

本土からの資金が大量に流入するとの期待から、上昇基調が継続し、本年の年初来の上昇

率（11 月 6 日現在、香港ドルベース）はハンセン指数+45.47％、H 株指数が同+76.27％、
レッドチップ指数が同+87.73％となっており、今回の温家宝首相の発言は香港株、特に 8
月以降の急騰を懸念した発言と見られております。従いまして、香港株式市場に関しまし

ても、短期的に不安定な動きが続く可能性はあろうかと思われますが、中国経済のファン

ダメンタルズには大きな変化はなく、今後も中国経済は堅調に推移するとみており、中長

期的には株式市場も経済成長と同様に堅調に推移するものと思われます。 
以上 

 


